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その結果，Table 3 に示すように，高校 3 年生が最も
多く（31.7％），次に中学校 3 年生が 22.2％，小学校高


































































数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％
24 35.29 3 21.43 10 43.48 11 36.67
3 4.41 2 14.29 0 0.00 1 3.33
家族 2 2.94 1 7.14 1 4.35 0 0.00
恋人 1 1.47 0 0.00 0 0.00 1 3.33
友人・仲間 23 33.82 4 28.57 6 26.09 12 40.00
教師 9 13.24 2 14.29 5 21.74 2 6.67
関係者　複合 1 1.47 0 0.00 0 0.00 1 3.33
先輩 1 1.47 0 0.00 0 0.00 1 3.33
メディア 2 2.94 0 0.00 1 4.35 1 3.33
自然 2 2.94 2 14.29 0 0.00 0 0.00













全体 小学校 中学校 高校










































































分類の件数とその比率を Table 7に示す。 
 





















人数 比率（％） 人数 比率（％） 人数 比率（％）
過程有り 40 62.50 20 86.96 17 50.00
















































































































人数 比率（％） 人数 比率（％） 人数 比率（％） 
14 41.18 8 23.53 4 11.76 
協力 16 47.06 0 0.00 16 47.06 
積極 1 2.94 0 0.00 0 0.00 
恩返し 2 5.88 1 2.94 0 0.00 
一体感 3 8.82 0 0.00 3 8.82 
※ 想起された感動体験の関係性の在り方の重複を含めた総数を分母とし 
算出しているため，データを収集した人数と各関係のデータ数は一致しない 
全体 教師 友人・仲間 
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